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比較民俗学について
周星※・何彬※※
　佐野賢治先生より，「比較民俗研究会」が発足
し，三月に『比較民俗研究』一号が出される知ら
せがあり，非常に感激している。その牟祝いとし
て，思いついたことを短文にして送ることにしま
した。
　比較の方法は人間が周囲の世界を理解して把握
する一つの方法であり，比較民俗学の使用する方
法でもある。民俗学者として，民俗の世界を把握
するにも，この方法が不可欠である。民俗事象の
収集を整理する際，よくそれらを分類する。この
分類も比較’を前提にしたものである。分類後，比
較の方法で民俗資料を消化し，その本質を掲示す
るのである。
　これが比較分類である。次に比較の時空問題，
すなわち横と縦の比較の関係について，すこし述
べさせてもらおう。同じ時代の民俗事象の比較が
勿論必要であるが，史的な比較も意味がある。民
俗学研究に使われる歴史研究の方法は，その縦の
比較の可能性と必要性がふくまれる。すべての民
　　　　　　　　　　　　　　　　　そな俗事象は時間的，空間的な基本要素を備える。民
俗の地理的な伝播は時問を必要とし，民俗の変遷
はその地域地域の特性によるものである。時間的
な比較を通して，民俗の発生，発展及び変化した
過程がわかる。このような時間的な比較が空間的
な比較とうまく結び付くならば，民俗の本質を掲
示することに近づくといえよう。
　第三は，民俗の比較によって，似ている事象の
関連を見出すとともに，事象の差異が持つ意味に
も注意を払う必要があろう。すなわち民俗学の比
較は，民俗と民俗の「同」の比較のみではなく，
「異」の比較も行うべきであると思う。いままで
の比較研究は，同一性または近似性の研究に重点
がおかれ，違った民俗事象の比較研究はあまり重
要視されなかった。人類の文化は本質的に同一性
があるが，その表現は多様である。この多様な表
現，さまざまな民俗はどのように人類の文化の同
一性を表わすのかが，民俗の異同の比較によって
達する目標である。
　同一または近似した民俗事象であっても，地域
などの要素の影響で，微妙な差異がある。形は似
ていても，内容の意味がすべて同様でない場合も
あれば，同じ意味の内容はかなり異なる形で表現
される場合もある。この民俗事象の複雑性が比較
研究の厳密性を要求する。
　第四，比較は各レベルで行った方がよかろう。
民俗研究の対象である民俗社会は複雑なものなの
で，その研究を多様化して，具体的な一つ対一つ
の事象の比較，関連する事象を一組にして比較，
さらに一つの民俗社会との比較，または民族と民
族の比較，地域か国との比較など，それぞれの面
でそれぞれのレベルの比較を行うことが必要であ
る。とくに，中国のような多民族と広地域を持っ
ている国は，このような比較が不可欠と思う。現
在の中国民イ容学においては比較研究は盛んではな
い。しかもその少ない研究論文には，一つ一つの
具体的な民俗を同一レベルでの比較をせず，すぐ
に地域か民族レベルの比較にする傾向があるので，
まずこの点を強調すべきであろう。
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　第五，民族か国との比較は，一つの文化との比
較である。民間伝承，民俗事象は違った民族，地
域での伝播と変化，発展などの法則を把握するほ
か，ある民族，ある国，ある地域社会の民俗文化
の本質と特徴を認識することが重要である。この
レベルでの比較研究を行なうには，まず自分の民
族，国の民俗文化を充分に理解するのが前提であ
る。自文化を理解しないと，他文化も十分に理解
しかねるであろう。
　最後に，比較研究法の局限性にもすこし触れよ
う。研究方法のすべては，完壁なものではない。
比較民俗研究法も例外でない。民俗事象のすべて
が比較できるとは限らないのは勿論であるが，比
較のできる民俗事象の研究は，比較するしか方法
がないとも言えない。民俗学の研究，異文化への
認識には，多様な方法がある。比較研究法は，唯
一の方法でない。また，比較研究は目的に達する
手段に過ぎず，互いに文化を理解するため，諸方
法を巧みに用いることが肝心である。
　話はすこしそれるが中国・日本・韓国との間で
民族文化の比較研究を行うことは，非常に有意義
である。この研究は，各国の民俗学自身の発展を
推進すると共に，「東アジア民俗学」の成立をも
促進するであろう。この三つの国は，かつて同じ
〔またはごく近い〕文化伝統の中に生活していた。
民族の間の民俗生活は，絶えず影響しあい，交流
しあって，歴史上にも，現在にも万千の関係があ
る。「東アジア民俗学」の形成はお互いの理解を
深め，ともに世界の平和と発展への貢献に必ず役
に立つと信じる。
　最後にこの比較民俗研究会の発展を心より祈る。
下野敏見著
『東シナ海文化圏の民俗
一地域研究から比較民俗学へ一』
　民俗研究のキイ・ポイントを①フィールド
ワークの徹底と②資料の比較の二点におく，下
野民俗学の比較民俗学構想が示された。
　1章は地域文化の研究と題して1節鬼火焚
き・門松の意味するもの，2節民俗神ウジチヤ
マの問題一崇り森と祖霊信仰一，3節南日本の
石神信仰一立神と陰陽石と三ツ石一の各節にお
いて，東中国海に面した南西日本地域における，
ヤマト文化と琉球文化の比較を各テーマで展開
する。
　2章はさらに東中国海沿岸地域との比較に目
を注ぐ1節鬼子殺しの伝承一産女のハラキリと
土偶一，2節南から見たハレ・ケガレ論一エビ
スと水死体一，3節十五夜綱引の源流一門之浦
のヨコビキに寄せて一の三節からなる。沖縄，
韓国，中国などにみられる死産児を虐待する習
俗はいまわしい死霊の再生防止の処置であろう
とするなど著者の見解が各処で論じられる。
　3章は著者が東シナ海文化圏の成立をさぐる
ために東中国海沿岸で直接試みたフィールド
ワークの報告である。1節韓国多島海の民具・
2節中国東南部の民俗から一倭冠の村と婚祖の
島一，3節東アジア葬・墓制小考一残の問題お
よび韓国の草墳と琉球の風葬一の三節からなっ
ている。大喪の礼までの問の昭和天皇のモガリ
の例など，中国→朝鮮→日本へのモガリの伝播
を改めて考える時に第3節の草墳と風水師の問
題などはさまざまな示唆を与えてくれる。
　　　　　　　　　　　　　　　（佐野賢治）
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